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訂正と追記

内容 ページ 誤 正 追記場所

お手数ながら下記の訂正、追記をお願いいたします（2012年4月著者）

ミスプリント 75 *Department of Geography *Department of Geosystem Sciences,

追記 82 15：上田（1914）** 文献番号の最後

追記 83
「11時前の時点ですでに7000～8000mに達し

ていたことは間違いない（13） 西側山腹11時頃　「厚い黒雲が～」の前

訂正 85 西側山腹　下から３つ目のセル
「20時頃」

「22時頃」

追記 87

13時頃軍艦磐手の水雷艇で瀬戸海峡に接近、
水温75°、水深7尋（約11m）（噴火前44尋（約
66m）。第５火口から溶岩南方に流れ堤状。ユ
リガマチハナの南から海中に流下、白煙もうも

う（15）

東側山腹16日の欄

追記 90 spatter eruptions (2-p.146) 西側23の３つ右のセル

追記 100
溶岩はユリガマチハナを埋没して黒神の方に

進み先端に２つの溶岩島を生ず(15) 東側山腹12日の欄

誤配置 104
AUGx右側の「第4火口が～」の

セル　（AUGの右側の欄内） ８月ではなく9月の活動へ移動

**　上田光曦(1914)大正三年噴火前後の櫻島（承前）.地学雑, 26, 690-713.
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